日本最北の村は「権利擁護のまち」：猿払村成年後見支援センター開設まで by 佐藤 みゆき & 山田 竜一


























村の人口は約 人で、高齢化率は約 ％です。筆者 山田 が平成 年度に入職したときにはすでに
「猿払村成年後見制度利用支援事業実施要綱」が制定され（平成 年度）、平成 年度には「市民後見人養
























































































































この茶話会の結果は当然、次の第 回委員会 平成 年 月開催 於 名寄市立大学 で報告しましたが、
委員の感想で「とても良い声が聴けた。次は実際に成年後見制度につながりそうなニーズ（人）はあるのか
を聴いてみたい」ということになり、次のステップは村内の介護・医療の関係者に集まっていただき、「ニー











































視察についても委員会で報告しましたが 第 回 平成 年 月 、法人後見については、「あくまでも主
体となる法人が後見活動をするかしないかを判断するもの」なので、この委員会での論議はしないことで整
理をし、いよいよセンターの設立に向けてラストスパートとなりました。








































































































































































































































































































































































































































名寄市立大学コミュニティケア教育研究センター 年報 第２号（通巻 号）（ ）
 
普及啓発していくかが大きな課題です。これがクリアできれば、自然と他の機能も動き出すだろうと考えて
います。
８．さいごに
後見実施機関を設立するのは“やる気”と“情報収集”と“周りの協力”があればさほど難しいものでは
ありませんが、開設すると当然、予算措置される訳ですから費用対効果は求められますし、社会福祉協議会
を始め、公私に限らず様々な関係機関・団体と綿密な連携を図っていかなければなりません。重要なのはや
はり設立してからです。しかし、設立後のことばかり考えていては、“目の前で困っている人”を支援できま
せんし、“これから困るかもしれない人の将来の安心を担保する”ことはできません。後見実施機関を開設す
ることが重要ではなく、自分のまちに相応しい権利擁護の基盤整備をしっかりと考え、その結果、後見実施
機関が必要となれば開設した方が良いのだろうと思います。
－後見実施機関は『誰のため、何のため』に必要なのか－ これに尽きると思います。
最後に、猿払村成年後見支援センター開設にあたって協力してくださった、市民後見人養成研修修了者の
皆様、福祉・医療関係の皆様、情報収集や視察をさせてくださった成年後見センター等の皆様、そして準備
委員の皆様に改めて感謝いたします。ありがとうございました。
このように、無事開設に至った「猿払村成年後見支援センター」が奏功した要因を整理してみたい。
一つ目には、首長を始めとした村行政が村民の権利擁護の課題に高い関心を持ち、住民サービスの一環と
して重要視したことである。地方に専門職を招聘しての市民後見人養成研修、準備委員会の開催、そして専
従の職員の確保などは一定の財政措置を伴うものである。まず、行政がしっかりとその必要性と意義を理解
することからすべては始まっていく。
二つ目には、有能で熱意ある専従者を中心とした関係者のきめ細やかな対応である。自治体内の後見ニー
ズを調査するのは当然であるが、上記で紹介されていた、市民後見人養成研修修了者の不安感解消などの「ニ
ーズ」にも寄り添う姿勢は、将来の後見ニーズと研修修了者のマッチングに有効な取組であろう。
三つ目には、事務局の配慮で関係者の連携、協働が大変良好であったことである。筆者 佐藤 も含めて道
北各地から参集した設立準備委員会委員はいつも、「故郷に戻ってきたような懐かしい感じ」で「楽しく使わ
れていた」ことを付記しておきたい。上記の開所式での寸劇は、いつのまにか委員のみが登壇することにな
ったが、皆、嬉々として演じていたものである。本村が末永く「権利擁護のまち」として住民の安全・安心
に応えていくことを心から望み、また、今後も及ばずながら協力させていただきたいと思う。
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